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創刊号

平成14年2月25日発行

森林組合事務所外観

S H I M O N I T A S H I N R I N

●下仁田町森林組合広報誌いよいよ創刊

●緑資源公団の紹介

●安全大会開かれる

●素材公売入札結果

主 な 内 容



1
月
29
日
午
前
10
時
よ
り
総
務
、
林
産
、
指
導
課
の
各
専
門
委
員
会
が

行
わ
れ
午
後
1
時
よ
り
の
理
事
に
提
出
さ
れ
10
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

尚
、
5
月
24
日
に
役
員
任
期
（
3
年
間
）
が
満
了
す
る
の
で
日
程
等
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
決
ま
る
。

3
月
4
日（
木
）
参
与
員
会
議
通
知

3
月
13
日（
水
）
西
牧
地
区
／
農
協
西
牧
支
所

午
後
7
時

3
月
14
日（
木
）
小
坂
地
区
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

午
後
7
時

3
月
15
日（
金
）
下
仁
田
地
区
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

午
後
7
時
　

3
月
22
日（
金
）
地
区
推
薦
委
員
報
告
（
75
人
）

3
月
29
日（
金
）
役
員
候
補
者
承
諾
書
提
出

4
月
4
日（
木
）
役
員
候
補
者
推
薦
会
議
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

午
後
7
時
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地
　
区
　
名
　

推
薦
委
員
　
　
理
事
　
　
　
監
事
　
　
　
合
計

第
１
区（
下
仁
田
）

２
５
人

５
人

１
人

６
人

第
２
区（
小
　
坂
）

２
５
人

５
人

１
人

６
人

第
３
区（
西
　
牧
）

２
５
人

６
人

１
人

７
人

合
　
計

７
５
人

１
６
人

３
人

１
９
人

■
推
薦
委
員
及
び
役
員
数

い よ い よ 創 刊

広
報
誌
「
し
も
に
た
し
ん
り
ん
」

創
刊
の
ご
挨
拶

下
仁
田
町
森
林
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長
●
神
戸
金
貴

下仁田町森林組合広報誌

役
員
改
選
に
伴
う

参
与
員
会
議
等
の
日
程
決
ま
る

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
も
う
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
総
会
で
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
組
合
広
報
誌

を
出
来
る
限
り
画
像
に
よ
っ
て
情
報
を
分
か
り
や
す
く
皆
様
に

お
届
け
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た

が
国
内
の
木
材
自
給
率
が
二
○
％
を
割
り
木
材
価
格
も
下
降
の

一
途
を
た
ど
る
状
況
の
中
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
価
値
観
に

大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
に
施
行
さ
れ
四
十
年
余
に
わ
た
っ
て
林
政
の

大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
し
た
「
林
業
基
本
法
」
が
平
成
十
三

年
六
月
末
に
「
森
林
・
林
業
基
本
法
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

新
し
い
基
本
法
は
「
森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
」

を
前
面
に
お
し
だ
し
、
こ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
森
林
の
整
備
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。「
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
振
興
」
を
柱
と
し
て
い
た
旧
基
本
法
と
は
主
客
が
逆
転

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
を
五
十
年
、
百
年
の
大
計
を
夢

に
見
な
が
ら
汗
を
流
し
て
植
林
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が

伐
期
（
収
穫
期
）
と
言
う
と
き
に
、
こ
の
主
客
逆
転
の
政
策
転

換
は
、
将
に
ハ
シ
ゴ
を
は
ず
さ
れ
た
感
じ
で
あ
り
ま
す
。
政
策

担
当
者
に
あ
っ
て
は
、
新
し
い
「
基
本
法
」
の
施
行
に
お
い
て

も
林
業
に
携
わ
る
関
係
者
に
心
を
こ
め
て
当
た
っ
て
欲
し
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
球
規
模
の
環
境
を
心
配
す
る
時
代
と
な
っ
て
、

森
林
に
関
す
る
一
般
の
方
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
意
味
で
は
新
し
い
「
基
本
法
」
に
は
世
界
に
通
用
す
る

理
念
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
理
解
で
き
ま
す
。
川
下
の
森
林
に

対
す
る
期
待
が
環
境
問
題
の
危
機
感
と
と
も
に
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
森
林
を
単
な
る

環
境
問
題
に
終
わ
ら
せ
ず
、「
林
業
に
対
す
る
理
解
」
に
繋
げ
る

努
力
を
展
開
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、「
吉
崎
貯
木
場
」
を
移
転
し
新
た
に
原
木
自

動
選
別
機
を
導
入
し
て
「
石
淵
貯
木
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
本
年
一
月
か
ら
は
月
二
回
の
素
材
公
売
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

原
木
市
場
は
企
業
的
に
は
運
営
が
苦
し
い
部
門
で
す
が
、
一

方
で
森
林
組
合
と
し
て
の
最
重
要
な
使
命
の
部
分
で
あ
り
ま
す
。

鏑
川
流
域
林
業
の
拠
点
設
備
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
を
確
立

出
来
る
様
努
力
を
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
組
合
で
は
森
林
・
林
業
の
不
況
の
中
で
運
営
に
、

企
業
的
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
為
の
組
織
の
改
革
と
し
て
理
事
会
に
専
門
部
会
を
設
置
し

昨
秋
か
ら
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
林
産
部
門
と
貯
木
場
部
門
を
分
離
し
て
相
互
に
け
ん
制

作
用
が
働
く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
役
職
員
の
意
識
改
革
の
面
で
は
機
会
あ
る
ご
と
に
、

講
師
を
依
頼
し
、
民
間
企
業
向
け
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
研

修
を
受
け
て
お
り
、
協
同
組
合
の
精
神
を
持
ち
続
け
な
が
ら
、

民
間
の
企
業
的
発
想
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減，

組
織
の
管
理
運

営
に
あ
た
れ
る
よ
う
学
習
努
力
を
は
じ
め
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
を
と
り
巻
く
情
勢
は
更
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
協
同
組
合
と
し
て
下
仁
田
町
森
林
組
合
が
地

域
林
業
の
た
め
に
今
何
を
し
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
の
か
、
何
が

出
来
る
の
か
真
剣
に
努
力
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

地
域
や
行
政
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
組
合
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
ど
う
か
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



しんりん　3

SHIMONITASHINRIN



しんりん　4

SHIMONITASHINRIN

水源林造成事業の流れ  

造林地 
所有者 

（土地の提供） 

森林組合 
（造林の実行） 

公　団 
（費用の負担） 

造林地 
所有者 
40％ 

森林組合 
10％ 

公　団 
50％ 

主

伐

 

間

伐

 

枝

打

ち

 

つ
る
切
・
除
伐 

下

刈

り

 

植

栽

 

 

収
益
・
分
収 

歩道・作業道開設など 
奥山で道がないため造林が困難なところには、 
作業道開設も可能です。 

緑
資
源
公
団
が
行
う
水
源
林
造
成
事
業
は
、
民
有

保
安
林
を
対
象
に
分
収
造
林
方
式
に
よ
り
「
み
ど
り

の
ダ
ム
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
昭
和
36
年
か
ら
事
業

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
41
万
6
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
森
林
を
造
成
し
て
き
ま
し
た
。

首
都
圏
の
「
水
ガ
メ
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
群

馬
県
で
は
、
1
万
5
７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公
団
分
収

造
林
契
約
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
6
６
２
６
ヘ
ク

タ
ー
ル(

下
仁
田
は
４
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル)
の
水
源
林

の
造
成
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

契
約
の
形
態
　
森
林
所
有
者
は
土
地
を
提
供
し
、

森
林
組
合
が
造
林
者
と
し
て
事
業
実
施
を
行
い
、

公
団
が
費
用
負
担
者
と
し
て
三
者
で
契
約
す
る
も

の
で
す
。

契
約
期
間
は
一
般
的
に
は
、
50
〜
60
年
で
す
が
、

長
伐
期
を
希
望
す
る
方
は
概
ね
80
年
程
度
の
契
約

期
間
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
契

約
締
結
に
あ
た
っ
て
は
、
契
約
地
に
つ
い
て
公
団

等
の
た
め
に
地
上
権
の
設
定
登
記
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

保
安
林
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、
固
定
資
産
税
、

不
動
産
取
得
税
、
特
別
土
地
保
有
税
の
納
税
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
相
続
、
贈
与
す
る
場
合
に

も
、
課
税
評
価
の
際
に
3
〜
8
割
の
税
が
控
除
さ

れ
ま
す
。

詳
し
い
お
問
合
せ
は
森
林
組
合
指
導
課
ま
で

契
約
期
間
と
内
容

緑
資
源
公
団
の
紹
介
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一
月
十
七
日
、
下
仁
田
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し
た
。

今
大
会
は
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
安
全
で
快
適
な
職

場
づ
く
り
を
め
ざ
し
、『
労
働
災
害
ゼ
ロ
』
を
目
標
に
努

力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
当
日
は
、『
労
働
災
害
防

止
』
と
題
し
て
、
高
崎
労
働
基
準
監
督
署
長
佐
藤
一
成
署

長
よ
り
安
全
の
基
本
等
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
の
取
組
み
を
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
話
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
労
働
災
害

を
無
く
す
た
め
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

又
、
大
橋
千
代
子
元
弁
護
士
よ
り
『
時
代
に
対
応
す
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
能
力
の
向
上
と
人
材
強
化
』
と
い
う
題

目
の
も
と
で
公
演
が
行
わ
れ
た
。
組
合
方
針
と
、
自
分
自

身
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
整
合
性
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
又
、
ど
の
よ
う
な
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、

勝
ち
組
に
な
る
為
の
組
織
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

午
後
は
島
崎
総
務
課
長
、
小
井
土
指
導
課
長
、
神
戸
林

産
課
長
よ
り
各
課
の
運
営
方
針
事
業
報
告
等
、
説
明
さ
れ

た
。

立
木
伐
採
申
請
及
び
届
出
の

手
続
き
は
森
林
組
合
へ

保
安
林
の
伐
採
許
可
申
請
（
主
伐
）

皆
伐

許
可
申
請
の
受
付
は
年
4
回
で
す

第
1
回
　
2
月
中
　
第
2
回
　
6
月
中

第
3
回
　
9
月
中
　
第
4
回
　
12
月
中

伐
採
期
間
は
　
申
請
月
の
翌
々
月
か
ら
翌

年
の
3
月
31
日
以
内
で
す

択
伐

許
可
申
請
の
受
付
は
毎
日
行
っ
て
い
ま
す

た
だ
し
、
伐
採
の
30
日
前
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
下
さ
い

伐
採
期
間
は
申
請
日
の
30
日
後
か
ら
翌
年

（
当
該
年
度
内
）
の
3
月
31
日
以
内
で
す

保
安
林
内
の
伐
採
届
出
（
間
伐
）

届
出
の
受
付
は
毎
日
行
っ
て
い
ま
す

た
だ
し
、
伐
採
の
20
日
前
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
下
さ
い

伐
採
期
間
は
届
出
日
の
20
日
後
か
ら
翌
年

（
当
該
年
度
内
）
の
3
月
31
日
以
内
で
す

普
通
林
の
伐
採
届
出
（
主
伐
、
間
伐
）

届
出
の
受
付
は
毎
日
行
っ
て
い
ま
す

た
だ
し
、
伐
採
の
30
日
前
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
下
さ
い

伐
採
は
届
出
日
の
30
日
後
か
ら
行
え
ま
す

取
扱
い
手
数
料
は

保
安
林
許
可
申
請
、
届
出

5
2
5
円

普
通
林
届
出
　
　
　
　
　

2
1
0
円
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安
全
作
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
指
差
し
呼
称
を
実
行
し
よ
う
」

「
死
亡
災
害
を
絶
滅
し
よ
う
」

「
ゼ

ロ

災

で

行

こ

う
」

労働災害を訴える
佐藤高崎労働基準監督署長

能力の向上と人材強化を公演する
大橋元弁護士

平
成
十
四
年
労
働
安
全
衛
生
大
会
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２
０
０
２
年
２
月

発
　
行
　
下
仁
田
町
森
林
組
合

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
小
坂
４
５-

７

TEL
０
２
７
４（
８
２
）２
３
０
６

FAX
０
２
７
４（
８
２
）２
３
６
０

E
-m
ail

sh
im
o
n
ita@

sn
t-sh
in
rin
.o
r.jp

〒370-2623
第4回素材公売入札結果表　　平成14年1月21日
樹　種 材　長 規　格 安　値 高　値 平均m3単価 平均石単価

ヒノキ 3.00 14～16 26,000 26,500 26,250 7,290

ヒノキ 3.00 22上 33,300 33,300 33,300 9,250

ヒノキ 4.00 9下 13,500 13,500 13,500 3,750

ヒノキ 4.00 10～13 12,670 12,670 12,670 3,520

ヒノキ 4.00 18～22 16,600 28,080 25,040 6,960

ヒノキ 4.00 24～26 26,290 46,200 32,470 9,020

ヒノキ 4.00 28上 41,670 68,000 51,650 14,350

ス　ギ 3.00 18～20 11,360 11,900 11,790 3,280

ス　ギ 3.65 16～24 11,000 13,200 11,820 3,280

ス　ギ 3.65 26上 11,300 12,900 12,330 3,430

ス　ギ 4.00 20下 11,000 11,000 11,000 3,060

ス　ギ 4.00 30上 12,800 14,100 13,720 3,810

ス　ギ 6.00 14～18 14,400 18,000 16,200 4,500

第3回素材公売入札結果表　　 平成14年1月8日

樹　種 材　長 規　格 安　値 高　値 平均m3単価 平均石単価

ヒノキ 3.00 14～16 27，850 50，000 38，930 10，810

ヒノキ 4.00 10～13 14，000 14，000 14，000 3，890

ヒノキ 4.00 18～22 27，150 30，000 28，650 7，960

ヒノキ 4.00 24～26 27，000 45，200 34，430 9，560

ヒノキ 4.00 28上 36，880 72，280 55，990 15，550

ヒノキ 6.00 14～18 42，100 42，100 42，100 11，690

ス　ギ 3.00 14～16 10，400 12，200 11，010 3，060

ス　ギ 3.00 18～20 11，900 12，430 12，350 3，430

ス　ギ 3.00 22上 13，200 13，720 13，460 3，740

ス　ギ 3.65 16～24 8，680 12，960 11，900 3，310

ス　ギ 3.65 26上 12，000 12，930 12，470 3，460

ス　ギ 4.00 20下 12，130 12，130 12，130 3，370

ス　ギ 4.00 22～28 11，300 14，200 13，090 3，640

ス　ギ 4.00 30上 11，620 14，900 13，520 3，760

当
組
合
で
は
森
林
に
関
す
る
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
森
林
を
よ
り
適
正
に
指
導
管
理
す
る
た

め
に
林
業
情
報
の
提
供
と
経
営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

ま
た
、
補
助
制
度
は
通
知
文
だ
け
で
は
理
解
し
に
く
い
こ

と
か
ら
相
談
会
等
で
更
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
申
し
上

げ
ま
す
。
相
談
日
に
関
し
て
は
相
談
内
容
日
時
を
電
話
に

て
申
し
込
み
の
上
、
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
相
談
会
の
日
時

平
日
　
午
前
９
時
よ
り
午
後
５
時
ま
で
。

な
お
都
合
に
よ
り
休
日
の
相
談
に
つ
い
て
も
電
話
等
に
て

申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
相
談
日
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

例
え
ば
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
木
を
伐
採
し
た
い
け
ど
自
分
で
植
付
が
出
来
な
い
が
、

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
？

●
う
ち
の
山
で
収
入
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
る
か
？

●
う
ち
の
山
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
山
は
ど
う
な
っ
　

て
い
る
の
か
？

●
お
金
を
か
け
な
い
で
山
の
手
入
れ
を
す
る
方
法
は
あ
る

の
か
？

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
森
林
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

森

林

の

相

談

会

加
工
セ
ン
タ
ー
の
情
報

▼
市
況

1
月
8
日
の
初
市
は
参
加
者
は
25
名
　
出
材
量
7
0
0
m3

落
札
率
は
75
％
で
あ
っ
た
ス
ギ
柱
材
に
関
し
て
は
近
年
に
な

い
安
値
で
あ
っ
た
が
ヒ
ノ
キ
柱
材
に
関
し
て
は
安
値
安
定
で

推
移
し
た
。

▼
市
況

1
月
21
日
の
市
況
は
参
加
者
20
名
　
出
材
量
4
2
0
m3

落
札
率
は
70
％
で
あ
っ
た
ス
ギ
柱
材
に
は
応
札
無
し
と
最
悪

の
状
態
で
あ
っ
た
。
柱
材
の
動
き
の
悪
い
理
由
は
「
製
品
の

動
き
が
悪
い
」「
建
築
の
着
工
数
が
少
な
い
」「
集
成
材
の
使

用
」
が
要
因
と
見
ら
れ
る
。

今
後
は
柱
材
に
替
わ
る
造
材
方
法
を
検
討
し
た
い
。

杉
ノ
木
加
工
セ
ン
タ
ー
は
年
間
2，
5
0
0
m3
の
利
用
間

伐
材
が
セ
ン
タ
ー
に
入
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

間
伐
材
の
利
用
用
途
も
幅
広
く
な
り
、
建
築
用
の
製
品

以
外
に
も
、
土
木
用
資
材
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

加工センター小径木買入価格

3.00 7-10 6， 000 130 9， 000 190 

3.00 11-13 7， 500 320 10 ， 500 450 

4.00 7-10 7， 500 210 10 ， 500 300 

4.00 11-13 7， 500 430 10 ， 500 600 

3.00 7-10 7， 500 100 8， 000 170 

3.00 11-13 5， 000 210 8， 000 340 

4.00 7-10 5， 000 140 8， 000 230 

4.00 11-13 5， 000 280 8， 000 460 

m 3 当り 本当 り m 3 当り　 本当り 

現地引 取 （円） 加工場持込 （円） 
材質 材長 m 末口 cm 

直 
　 
材 
　 
　 
　 
　 
　 

曲 
　 
材 

す 
ぎ 
・ 
ひ 
の 
き 

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
質
問
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
な
ど
、
ど
ん
な
方
法
で
も
結
構
で
す
。


